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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、

及び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、

軍事目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・

誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニ

ューテックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけま

せん。 
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東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2018,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 
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本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、

コンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や

発生する問題を解決できる人を前提としています。 
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意事

項を良くお読み下さい。 

表示の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 
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注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き 

 の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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1.新規導入 
 

製品の梱包を開けてから設置までの手順について記載します。なお、この章には本装置の基

本的な操作方法も記載しておりますので、運用を開始される前に必ずお読み下さい。 

 

1-1. 梱包品の内容確認 

梱包品一式が揃っていることをご確認下さい。万一、不足品があった場合、速やかにお買い

上げの販売会社までご連絡下さい。 

 

 

 

1-2. 設置場所の確認 

本装置を設置する場所については、以下の点にご注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホコリの多い場所、湿気の多い場所には置かない 
換気扇の近くなどホコリの多い場所、加湿器の近くや水仕事の作業場などには設置しな

いで下さい。また、工場など空気中に油分やその他微粒子がある環境での設置もできま

せん。このような環境に設置される場合は、防塵・防油の密閉型ラックキャビネットを

ご使用されることをお奨めします。 

高温・低温になる場所 
直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなどには設置せず、周囲温度がなるべく常温

(10～35℃)の場所に設置して下さい。夜間・休日などエアコンが停止するオフィスなど

の環境では、24時間連続稼動システムの運用は避けて下さい。これは、夏場エアコン

の停止する休日に 24時間連続稼動システムのトラブルが多く報告されており、後の調

査で、その環境が 45℃を超える事例もあったためです。また、サーバルームを設けて

いても、エアコンが集中管理されている場合は、オフィスと連動しているため、冬場は

冷房に設定できない場合もあります。したがって、サーバルームのエアコンに、必ず独

立稼動できるタイプを設置して下さい。 

振動のある場所 
机上でも引き出しの開閉が頻繁に行われる場所や、振動を起こしている機器の近くには

設置しないで下さい。 

他の装置とのスペース 
背面部は、30cm程度のゆとりをもって下さい。ラックマウント製品では、その基準に

従って設置しますが、実装されるキャビネットは、本装置の運用の際にはエアフローな

どの点において十分冷却能力のあるタイプを選択して下さい。また、ラックの冷却能力

や、設置場所のエアコンの能力によっては高密度実装ができない場合があります。その

場合には、それぞれの機器間で 0.5U程度のスペースを空けると冷却効率が上がる場合

があります。 

本体の移動 
サーバ本体は重量物なので、箱から取り出す時などは二人以上で作業して下さい。 
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1-3. システムインターフェイス 

1-3-1. 製品前面 

 

・・・LAN2 アクティビティ LED: アンバー点灯/点滅 

・・・LAN1 アクティビティ LED: アンバー点灯/点滅 

  ・・・HDD ホストアクセス LED: アンバー点灯/点滅 

  ・・・電源 LED:   グリーン点灯 

・・・リセットスイッチ 

・・・電源スイッチ 

・・・USB2.0コネクタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ稼働中に故障していないHDDを取り外さないでください。 

データ損失やサーバが停止することがあります。 

 

2 

1 

ｖ 

前面パネル詳細 

HDDモジュール詳細 

故障/リビルド LED 

赤点灯：HDD故障/リビルド中  

 

アクティブ/アクセス LED 

青点灯：HDD搭載中 

青消灯（点滅）：HDDアクセス中 

HDDリリースボタン 
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1-3-2. スロット番号 

ハードディスクドライブのスロット番号は前面から見て以下通りです。 

 

スロット #0 スロット #1 スロット #2 スロット #3 

 

1-3-3.ハードディスクの交換方法 

サーバ稼働中にハードディスクが故障した場合、冗長性のある RAID 構成ならば、サーバを停止する

ことなく HDD モジュールの交換が可能です。 

 

①交換する HDD モジュールのリリースボタンを押します。 

HDD モジュールのリリース／ロックレバーが前に出てきます。 

②リリース／ロックレバーを引くと、HDDモジュールが取り出せます。 

 

 

 

③交換用 HDD をモジュールを奥までセットします。 

④HDD モジュールのリリース／ロックレバーをロックが掛かるまで押し込みます。 

 
 

① 

② 

③ ④ 
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1-3-4. 製品背面 

 

 

 

拡張スロットは内蔵 RAID カードで使用しているため使用できません。 

 

1-3-5.マザーボード インターフェース 

マザーボードへのインターフェースは以下の通りです。  

 

 

1-3-6. LANコネクタ LED 

 

 

 

 

 

 

 

1-3-7. 電源ユニット 

背面から見て左側にホットプラグ可能な電源ユニットが横に 2 個並んでいます。 

背面から向かって左側が PowerSupply1（電源ユニット 1）、右側が PowerSupply2（電源ユニット 2）

です。 

 
 

1 PS/2 マウス 

2 BMC管理用 LAN 

3 COM 

4 LAN1 

5 LAN2 

6 USB 3.0 

7 VGA 

8 USB 2.0 

9 PS/2 キーボード 

リンク 

LED 

リンク中 アンバー 点灯 

データ通信中 アンバー 点滅 

リンクなし 消灯 

スピード 

LED 

1000Mbps(1Gbps) グリーン 点灯 

100Mbps オレンジ 点灯 

10Mbps 消灯 

電源ユニット 
マザーボード 

インターフェース 

拡張スロット(利用不可) 

PCI-E 3.0 x8 (in16) 

スピード LED リンク LED 
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1-3-8.電源ユニットの交換方法 

電源ユニットを取り出す場合は、ユニットの左上にあるレバーを右にスライドさせた状態でユニットを手

前に引き出します。冗長性のある電源構成ならば、サーバを停止することなく電源モジュールの交換が

可能です。 

 

 

1-3-9.ファンユニットの配置 

ファンユニットはサーバの中央部、電源ユニットには電源ファンが搭載されております。ファンの名前は

BMC での表示名になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FRNT_FAN2 

CPU_FAN1 

FRNT_FAN1 

PS_FAN2 PS_FAN1 
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1-3-10.フロントベゼル  

 

前面には、フロントベゼルを取り付ることができます。 

 

ベゼル左右両側とも添付のキーをセットし、キーを 90°回してください。(開放状態) 

(キーは左右共通です) 

 

キーは開放状態では抜けません。 

 

その状態でフロントベゼルとサーバの外形を合わせ押し込んでください。 

※ベゼルのセット向きに方向性はありません 

 

キーをロックマークに回転させることでベゼルがロックされ、キーを抜くことができます。 

 

 
 
 

キーは紛失しないように保管をお願いします。 
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1-4. ラックへの設置 

 

 

 

 

 

 

 

本ラックマウントキットは 70～93 センチの奥行きのラックに対して取付け可能です。 

本ラックマウントキットはラックナット対応ラック(角孔)にのみ取付け可能です。 

シャーシ設置時に使用するネジは、ラックレールキット箱内に添付されています。 

使用する工具：プラスドライバ (#2) 

1-4-1.インナーレール準備 

アウターレールに収納されているインナーレールを取出します。レールは左右共通です。 

 

①インナーレールがロックされるまで引き出します。インナーレール外側の青色ロックレバー矢印方向

へスライドさせ解除し、インナーレールを引き抜きます。 

②アウターレール内側のロックレバーを 1 方向へ押し引き出されたミドルレールを元の状態に収納しま

す。 

1-4-2.インナーレール取付け 

 

 

 

サーバ側面前側のフック部にインナーレール前側の台形孔をセットします。ロックレバーの前側と最後

端の 2 箇所を付属の小さいネジで固定します。この時、レールは矢印方向(サーバー前側)へ押しつけた

状態でネジを固定してください。 

設置作業は複数人で行なってください。 

サーバ本体をスライドさせる場合や、元に戻す場合は、充分注意してください。

指や衣服が挟まれて、けがをするおそれがあります。 

① 

各レールの摺動部にグリスが塗ってありますので、拭き取らないで下さい。 

② 

ミドルレール 

インナーレール 

付属小さいネジ 固定 
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1-4-3.アウターレール取付け 

前面側 

 

 

 

 

 

背面側 

 

 

 

 

 

アウターレールとラックの角孔を合わせます。アウターレールの青色部を押し付けながらアウターレー

ルのフック部をラックの角穴に通します。背面側のみ付属の大きいネジで中心部を固定します。 

※アウターレールを取り外す場合は、ネジを外した後、内側のレバーを矢印方向へ押すことで取り外し

可能です。 

 

1-4-4.サーバ本体取付け 

インナーレールがサーバ側面に、アウターレールがラックに正しく取付けられていることを確認します。

アウターレールからミドルレールを引き出し、ロックされていることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インナーレールとミドルレールを合わせ左右均等な力でロックされる位置まで押し込みます。 

インナーレール左右のロックレバーをスライドさせロック解除し、サーバ本体さらに押し込みます。 

最後にラック前面を付属の大きなネジで固定します。 

 

 

 

取り外し時ロック解除 

付属大きいネジ 固定 

付属大きいネジ 固定 

インナーレール ロック解除時は指を挟みやすいので、サーバを前に引きながらロック解除し

ゆっくりとサーバを押し込んでください。 

。 
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1-5.電源コードの接続 

 

電源コードと接続電源の接続は下図の通りに行って下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源コードを接続し、電源をオンした時に装置背面の各電源ユニットの LED が『緑』点灯になっている

ことを確認して下さい。 

 

 

AC 供給が開始されるとサーバ稼働とは関係なく BMC が独立して稼働を開始します。BMC が Ready

になるまでに1分程度の時間がかかる場合があります。BMC Readyの前にサーバ電源をオンにすると

BMC Ready を待ってサーバ起動が開始されます。 

 

AC 供給開始直後は少し時間を空けてからサーバ電源をオンにすること推奨します。 

 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの 3端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き

の 3端子－2端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

  

本体背面電源コネクタ 

アース端子付コンセント アース端子が別のコンセント 

アース線 

必ず接地 

して下さい 

AC 200V 使用時は、使用者側で適切な

電源ケーブルを用意してください。 

・ 本製品に使用する電源コードは、必ず製品添付もしくは指定の電源コードをご使

用ください 

・ 製品添付の電源コードは本製品専用です。他の機器には転用しないで下さい。 
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2.システムボードの管理 
 

2-1. BMC: Baseboard Management Controller 

本製品は、システムボード上に OS とは独立してハードウェア障害を常時監視する管理用コントローラ

（BMC）を搭載しています。背面の BMC 管理用 LAN ポートに接続することにより使用することができま

す。 

 

2-1-1. BMC接続準備 

キーボード、マウスを本体に接続しサーバを起動します。 

下記画面表示中に「F2」または DEL」キーを数回押し BIOSの設定メニューに入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動中、上記画面は 2回表示されます。 

 

 

BIOS設定メニュー画面が表示されます。 
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Server Mgmt → BMC network configurationを選択します。 

 

 

Lan channel 2 の項目に BMC管理用 LANポートに割り当てるネットワーク設定に変更します。 

※ IPアドレスなど設定時、「0:ゼロ」も入力してください。 

 

＜出荷時 初期設定＞ 

・ Configuration Address source: Static 

・ Station IP address：  192.168.001.002 

・ Subnet mask：   255.255.255.000 

・ Router IP address:  000.000.000.000 

 

 

 

 

設定終了後、「Esc」キーでメインメニューに戻り、Exit → Save Change and Exit を選択実

行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバが再起動され設定が反映されます。 

ネットワークの設定は、LAN channel 2 に対して選択して設定します。 
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2-2. BMCの操作 

2-2-1.ログイン 

OS が起動を開始したら接続したい PC の Web ブラウザから BIOS 設定画面で入力した IP アドレスを

入力します。以下のログイン画面が表示されるので、ユーザー名とパスワードを入力します。 

＜初期設定＞ 

ユーザー名： admin 

パスワード： admin 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※正しくない日本語表記があるため Language: English での使用を推奨します。 

 

ログインすると以下のメインメニューが表示されます。 

各ハードウェアの状態監視、E メールによる通知等の設定が可能です。 
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BMC 管理画面の全ての機能を使用するには、接続する PC に JAVA をインストールする必要があり

ます。JAVA: Ver.7 Update 51 以降で JAVA セキュリティ ポリシーが変更されました。現在の BMC で

は JAVA のセキュリティ初期値のままでは KVM over IP 等の機能が使用できません。以下の様に設定

することで回避することが可能です。 

 

接続する PC のコントロールパネル → JAVA → セキュリティ タブを開きます。 

 

サイト・リスト編集ボタンを押し、例外サイト・リストに BMC 管理 LAN ポートに設定している IP アドレス

を追加します。 
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2-2-2.ネットワークの設定 

 

 

 
 

※ネットワークの設定は”Lan Interface“ eth1 で表示される内容になります。本画面では参照のみと

し、設定変更は BIOS メニューから行います。 

 

 

2-2-3.DNS設定 

[Configuration] → [DNS]を選択します。 

Host Name、Domain Name 、DNS Server を設定します。設定したら、[Save]を実行します。 

Host Name は BMC ハードウェア管理につけられる名前です。搭載する OS のホスト名とは別になり

ます。Automatic を設定しておくと、任意の名前が割り当てられます。 

 

ネットワークの設定は、「BMC接続準備」のBIOS設定メニューから行います。 

「Configuration」→ 「Netowrk」でNetwork Settingの画面が表示されますが 

この画面からネットワークの設定変更は行わないで下さい。 
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2-2-4.アラートメール通知設定 

メールによるハードウェアの機器障害の通知を行うには、ネットワークアドレス設定のほか、次の操作

が必要になります。 

 

 

①SMTP サーバーの設定 

②通知先の登録（ユーザ管理） 

③PEF 管理（通知内容と通知先の設定） 

 

 
 

①SMTP サーバの設定 

[Configuraiton] → [SMTP Settings]を選択します。 

Sender Address(送信者メールアドレス)、Machine Name(任意の名前)、SMTP Support のチェック、

Server Address(SMTP サーバ)を入力して、[Save]を実行します。 

 

 

②ユーザ管理 

アラートメールの通知先はユーザ管理で、登録します。 

[Configuraiton] → [User Management]を選択します。 

未登録の UserID を選択して、[Add User]を実行します。 

 

 

Add User の画面で、Username(ユーザ名)、Password(パスワード)、Email ID(Email アドレス)を入力

して、[Add]を実行します。 
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③PEF(Platform Event Filtering)管理 

Event Filter（イベントフィルター）、Altert Policy(アラートポリシー)、LAN Destination(発信先)の設定

が必要になります。 

[Configuraiton] → [PEF Management]を選択します。 

[Event Filter]タブから、任意の未入力の PEF ID 番号を選択して、[Add]を実行します。 
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[Add Event Filter entry]画面が表示されます。 

Filter Configuration を Enable チェックします。 

Secseor configuration は、通常、All Sensors（全てのセンサー）を設定しておきます。 

[Add]を実行します。 

 

 
 

[Alert Policy]タブから、未入力の Policy Entry 番号を選択して、[Add]を実行します。 

 

 

Add Alert Policy Entroy が表示されます。Policy Configuration を Enable にチェック、[Add]を実行し

ます。 
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[LAN Destination]タブを選択して、[Add]を実行します。 

 

Add LAN Destination entry の画面が表示されます。 

Destination Type を Email Alert に変更します。 

Username を User Management で登録したユーザ名を選択します。 

Subject、Message の項を任意に入力します。 

[Add]を実行します。 

 

 

登録した LAN Destination に対しては、LAN Destination 画面右下の[Send Test Alert]を実行するこ

とによりテストのメール通知を行うことができます。 

 

2-2-5.イベントログの表示 

BMC ではセンサーで検出したイベントのリストを表示して確認することができます。 

 

[Server Health] → [Event Log]を選択します。 

 

ログを取得する際は、この画面をキャプチャーしてくだい。 

Filter by のプルダウンリストから選択することで、出力するログの種類を限定することができます。 

[Clear Event Log]をクリックすると、保存していたログが削除されます。 
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2-2-6.システムステータスの表示 

BMC で監視している部位の稼動状態を確認することができます。 

[Server Health] → [Sensor Reading]を選択します。 

プルダウンリストから選択することで、出力するログの種類を限定することができます。 

 

 

 

 

2-2-7.リモートコントロール 

この操作では、リモートでサーバのコンソール画面を操作することができます。 

 

[Remote Control] → [Console Redirection]を選択します。 

 

[Java Console]を実行します。 
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サーバのコンソール画面が以下のようにリモートで表示されます。 

 

＜Windows の場合の表示例＞ 

 

 

 

<ツールバーのメニュー> 

 

 

 コンソールリダイレクション

の再開 

 

 コンソールリダイレクション

の一時停止 

 

 
フルスクリーン表示 未サポート 

 
バーチャルメディアの利用  

 マウスカーソルの表示/非

表示 

 

 
ソフトキーボードの表示  
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画面の録画  

 
ホットキー デフォルト「Ctrl 

+ Alt + Del」 

 

 表示サイズ  

 
ユーザ表示  

 
Power ON / Power OFF 

 

Power off によりシステム

領域やデータが破損する

する可能性があります。 

サーバ停止や再起動は、

搭載している OS 機能によ

り実行してください。 

 

 

<フッタバーのメニュ> 

[Ctrl]、[Alt]、[Num]、[Caps]、[Scroll]キーは画面右下のボタンを選択することで、入力可能です。 

 

 

 

<バーチャルメディアの利用> 

リモートからコンソールを操作している PC の CD/DVD や iso イメージなどを、USB デバイスとして接

続中のサーバーにマッピングできます。 

ツールバーのメニューからバーチャルメディアの利用ボタンを選択すると、下記の画面が表示されま

す。 

メディアを選択して、[Connect ]を実行するとサーバーにマッピングされます。 
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2-2-8.パワーコントロールとステータス 

サーバのパワーオンの操作が可能です。 

[Remote Control] → [Console Redirection]を選択します。 

実行する機能を選択して、[Perform Action]を実行します。 

 

 
 

 

 

 

 

2-2-9.ファームウェアのアップデート 

BMC のファームウェアの更新を行うことができます。 

[Firmware Update] → [Firmware Update]を選択します。 

Preserve Status を IPMI, Network について Preserve にして作業を開始してください。 

Power on Server以外の機能、Server Reset, Server Power offなどでシステ

ム停止した場合、システムOSやデータを破損する可能性があります。 

通常のサーバ停止や再起動は、搭載しているOS機能により実行してください。 
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2-2-10.シャーシステータスのクリア 

サーバのトップカバーを外すと、ダッシュボードに表示される Chassis Status にエラーが表示されま

す。 

Clear Chasis Status の[Clear]ボタンを押すことで、正常なステータスに戻すことができます。 
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3.RAID 機能 
内蔵ストレージ（RAID）機能と管理ソフトウェア(MSM MegaRAID Storage Manager)に関しては、

『CloudyII ラックマウント NAS サーバ RAID コントローラーユーザーズマニュアル』を参照してください。 
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4.装置監視・障害通知機能について 

4-1.装置監視・障害通知機能 

内部ストレージ以外のハードウェアに関しては、BMC（BaseboardManagementController）にて、監

視・通知します。 

内蔵ストレージ（RAID）については、MSM（MegaRAID Storage Manager）にて監視・通知します。 

 

WindowsOS 搭載機器は添付の CD より MSM をインストールしてください。 

iX については、MSM のエージェントがプリインストールされています。WindowsOS などにインストー

ルした MSM からリモートアクセスして設定してください。 

 

4-1-1. 監視対象部位/通知手段 

BMCで監視する部位
監視対象 状態確認画面 通知方法

1 温度
2 電圧
3 電流
4 FAN
4 物理的セキュリティ
5 電源

MSMで監視する部位
監視対象 状態確認画面 通知方法

1 HDD
2 RAIDコントローラー
3 RAID状態

BMC
(Web GUI → Sensor
Readings)

メール
※要設定

MSM GUI
メール
※要設定
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付録 1 製品仕様 

 

モデル CloudyII-LC 

搭載 HDD 1x 3.5in SATAⅢ (6Gbps) 7200rpm 1T/2T/3T/4T (Hot-Swap対応) 

形状 EIA 1U ラックマウント 

CPU Intel Xeon E3-1225 v3 (8M,3.2GHz,4cores/4Thereds) 

メモリ 8GB: 2x DDR3-1600 ECC UDIMM 4GB  

外部ポート 

LAN 
1Gb/s Ethernet LAN Ports: 2x Intel i210(10/100/1000MB/s) 

1x 100MB/s Dedicated BMC LAN Port 

USB 2x USB3.0 (背面 2)※2、3x USB2.0 (1x 前面、2x 背面) 

その他 
1x PS/2 Keyboard(背面)、1x PS/2 Keyboard(背面)、1x COM(背面)  

1x VGA(背面)、3x RJ-45 (2x 1Gb＋1x BMC、背面) 

RAID レベル 0/1/5(*1)/6/10 

RAID キャッシュ 1GB 

RAID 修復機能 
HDD 挿入検出時オートリビルド、HDD 障害検出時オートリビルド(ホット

スタンバイ時)、Bad Block 修復 

拡張スロット 空きスロットなし (RAID コントローラで使用済) 

搭載ドライブ数 4 

ドライブ I/F SATAⅢ (6Gbps) 

電源定格 100-240V、AC50/60Hz 

電源ユニット 400W Redundant 1+1 

消費電力 

起動時 168W / 175VA 

通常動作時 147W / 153VA 

高負荷時 205W / 212VA 

アイドル時 125W / 130VA 

発熱量 

起動時 605 kJ/hr 

通常動作時 530 kJ/hr 

高負荷時 738 kJ/hr 

アイドル時 450kJ/hr 

エネルギー消費効率 0.48 (Turbo 時: 0.43)  I（アイ）区分適合  ※3 

動作環境 *1 温度：10～35℃、湿度：20～80%(結露なきこと) 

外形寸法 482.6(W)×660(D)×44.4(H)mm 

重量(最大) 14.8kg 

標準添付品 

1x ラックレールキット、1x LANケーブル(5m)、1x フロントベゼルキ

ット（3x鍵）、2x 電源コード(2 極接地形、PSE 対応) 

1x マニュアル CD、1x リカバリメディア 

※1：工場出荷標準 

※2：iX モデルでは利用不可 

※3：エネルギー消費効率とは、省エネルギー法で定める測定方法により測定した消費電力を

省エネルギー法で定める複合理論性能(ギガ演算)で除した数値です。(2011年度基準） 
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CloudyII-LC NAS/Windows 2012 

モデル CloudyII-LC NAS/Windows 2012 

NAS OS Windows Storage Server 2012 R2 Standard 

ファイルシステム NTFS 

システム管理 OS 標準 

ネットワーク・プロトコル CIFS、NFS v3、HTTP、FTP 

アカウン

ト管理 

ローカルアカウント ○ 

アクティブディレクトリ ○(ドメインコントローラ機能なし) 

ストレー

ジ管理 

クオータ管理 ○ 

接続可能容量 ライセンス制限なし 

最大共有サイズ 1 筐体の最大容量まで 

パーミッション NTFS パーミッション 

NIC チーミング ○ 

ウイルス対策 対応ソフト別購入 

バックアップ 対応ソフト別購入 

クライアント対応 OS 
Windows Server 2003/2008/2012、Windows 

XP/Vista/7/8 

 

CloudyII-LC iX 

モデル CloudyII-LC iX 

ファイルシステム XFS(B-tree) ジャーナルサポート 

プロトコル CIFS、NFS(v2、v3)、FTP、HTTP、AFP、iSCSI(ターゲット) 

ネットワーク 1GbE 対応 

アカウント管理 ローカル、ActiveDirectory(2008、2003)、LDAP 

パーミッション UNIX パーミッション rwx 

スナップショット 

設定数:255(手動取得) 

世代数:LV 当たり 10 個(自動取得) 

システムあたり 20 個(自動取得) 

NAS サポート OS 
Windows Server 2003/2008/2012、Windows 

XP/Vista/7/8、 NFS v2/v3、MacOS 8/9/X 
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付録 2.UPS 接続時の BIOS 設定変更 
 

 

UPS接続時、AC回復後に自動でサーバ起動を開始したい時は、BIOS設定を以下の通りに変

更してください。 

 

メインメニュー → Advanced → Chipset Configuration → Restore on AC/Power Loss : 

Power On 

 

初期値: Last State 
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付録 3.BMC イベントリスト 
 

Sensor Type 
code 

Sensor type 
Event 
Event 
Offset 

Event Offset description 

01h Temperature  

00 Lower non-critical going low 

02 Lower critical going low 

07 Upper non-critical going high 

09 Upper critical going high 

02h Voltage  

00 Lower non-critical going low 

02 Lower critical going low 

07 Upper non-critical going high 

09 Upper critical going high 

03h Current  
07 Upper non-critical going high 

09 Upper critical going high 

04h Fan  

00 Lower non-critical going low 

01 Device inserted 

02 Lower critical going low 

05h Physical Security 00 chassis intrusion 

07h Processor  

00 Internal error (IERR) 

01 Thermal trip 

02 FRB1/BIST failure 

03 FRB2Hang in POST failure 

04 
FRB3/Processor startup/initialization failure (CPU 
fail to start) 

05 Configuration error for DMI 

06 SM BIOS uncorrectable CPU-complex error 

07 Processor presence detected 

08 Processor disable 

09 Terminator Presence Detected 

0A Terminator presence detected 

08h Power Supply 

00 Presence (power supply detected) 

01 Power Supply Failure Detected 

02 Predictive Failure Asserted 

03 Power Supply Input Lost (AC/DC) 

0Ch Memory  

00 Correctable ECC 

01 Uncorrectable ECC 

02 Parity 

03 Memory Scrub Failure 

04 Memory Device Disabled 

05 Correctable ECC Logging Limit Reached 

06 Presence Detected 

07 Configuration Error 

08 Spare 

0Fh 
System Firmware  

Progress (formerly 
POST Error) 

00 Error 

01 Hang 

02 Progress 

10h 
Event Logging 

Disabled 

00 Correctable Memory Error Logging Disabled 

01 Event 'Type' Logging Disabled 

02 Log Area Reset/Cleared 

03 All Event Logging Disabled 
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04 SEL Full 

05 SEL Almost Full 

11h Watchdog 1  

00 BIOS Watchdog Reset 

01 OS Watchdog Reset 

02 OS Watchdog Shutdown 

03 OS Watchdog Power Down 

04 OS Watchdog Power Cycle 

05 OS Watchdog NMI 

06 OS Watchdog Expired 

07 OS Watchdog Pre-timeout Interrupt, non-NMI 

12h System Event  

00 System Reconfigured 

01 OEM System Boot Event 

02 Undetermined System Hardware Failure 

03 Entry Added to Auxiliary Log 

04 PEF Action 

13h Critical Interrupt  

00 Front Panel NMI 

01 Bus Timeout 

02 I/O Channel Check NMI 

03 Software NMI 

09 Fatal NMI 

04 PCI PERR 

05 PCI SERR 

06 EISA Fail Safe Timeout 

07 Bus Correctable Error 

08 Bus Uncorrectable Error 

10 Bus Fatal Error 

1Dh 
System Boot / 

Restart  
Initiated  

00 Initiated By Power Up 

01 Initiated By Hard Reset 

02 Initiated By Warm Reset 

03 User Requested PXE Boot 

04 Automatic Boot to Diagnostic 

1Fh OS Boot  

00 A: Boot Completed 

01 C: Boot Completed 

02 PXE Boot Completed 

03 Diagnostic Boot Completed 

04 CD-ROM Boot Completed 

05 ROM Boot Completed 

06 Boot Completed - Boot Device Not Specified 

22h 
System ACPI Power  

State  

00 S0/G0 'Working 

01 
S1 Sleeping With System HW & Processor Context 
Maintained 

02 S2 Sleeping, Processor Context Lost 

03 
S3 Sleeping, Processor & HW Context Lost, 
Memory Retained 

04 S4 Non-Volatile Sleep/Suspend To Disk 

05 S5/G2 'Soft Off 

06 
S4/S5 Soft Off, Particular S4/S5 State Cannot Be 
Determined 

07 G3 / Mechanical Off 

08 Sleeping in S1, S2, or S3 

09 G1 Sleeping 

10 S5 Entered By Override 
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11 Legacy ON State 

12 Legacy OFF State 

23h Watchdog 2  

00 Timer Expired 

01 Hard Reset 

02 Power Down 

03 Power Cycle 

08 Timer Interrupt 

24h Platform Alert  

00 Platform Generated Page 

01 Platform Generated LAN Alert 

02 Platform Event Trap Generated 

03 Platform Generated SNMP Trap, OEM Format 

29h Battery  

00 Battery Low 

01 Battery Failed 

02 Battery Presence Detected 

2Ah Session Audit  
00 Session Activated 

01 Session Deactivated 
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